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利用上の注意 

 

１ 愛媛県市町民所得統計は、内閣府が国民経済計算（08ＳＮＡ）に準拠して作成した「県民経済

計算標準方式」に基づき推計した「県民経済計算」のうち、「県内総生産」及び「県民所得」を、

各種の統計指標により市町別に按分推計したものです。個別の資料により市町ごとに市町内総生

産及び市町民所得を直接推計したものではありません。 

２ 推計数値は全て名目値（物価変動分を含んだ値）です。 

  なお、県民経済計算では、県内総生産（生産側）において名目値から実質値（物価変動分を除

いた値）を求めていますが、市町民所得統計では実質値の推計を行っていません。 

３ 推計対象期間は平成 23 年度から令和５年度としています。また、平成 23 年度まで遡及改定し

ています。このため、過年度の計数を必要とする場合も今回掲載した統計表を利用してください。

また、既報の平成 22年度以前の数値とは接続しておりませんのでご注意ください。 

４ 市町内総生産と市町民所得では、按分指標が異なること等により、対前年度増加率からみた市

町内総生産と市町民所得の動き等は一致しない場合があります。 

５ 統計表中の計数は、表示単位未満を四捨五入していますので、総数と内訳の合計が一致しない

場合があります。 

６ 統計表に使用した記号は次のとおりです。 

  「 △ 」 …………… 負数 

  「 － 」 …………… 該当数値なし 

  「 ０ 」 …………… 表章単位に満たないもの 

  「 ｘ 」 …………… 対象事業所が１または２のため秘匿 

７ 増加率は、次式により算出しています。 

  （当該年度の計数－前年度の計数）÷前年度の計数（絶対値）×100 

８ 地域別の区分は次のとおりです。 

  「東 予」… 今治市、新居浜市、西条市、四国中央市、上島町 

  「中 予」… 松山市、伊予市、東温市、久万高原町、松前町、砥部町 

「南 予」… 宇和島市、八幡浜市、大洲市、西予市、 

      内子町、伊方町、松野町、鬼北町、愛南町 

９ 用語は次のとおりです。 

市町内総生産…１年度間に市町内での各経済活動部門の生産活動によって新たに生み出された

付加価値の貨幣評価額をいいます。これは、市町内の生産活動に対する各経済活

動部門の寄与を表すものであって、産出額から中間投入（原材料、光熱費などの

経費）を控除したものです。 

市町民所得……市町内居住者（法人などを含む）に分配される所得のことであり、雇用者報酬、

財産所得、企業所得からなります。 

         一人当たり市町民所得は、市町民所得を人口で除したものであり、個人の所得

水準を表すものではなく、企業の利潤などを含んだ市町の経済全体の所得水準を

表すものです。 
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「令和５年度愛媛県市町民所得統計」の概要 

 

市町民所得統計は、県民経済計算を基に各種統計指標を用いて地域別、市町別に按分推計するこ

とによって、県内市町における 1 年度間の経済活動によって生み出された付加価値を生産、分配面

から捉え、市町の経済規模、産業構造、所得水準などを明らかにするもので、令和５年度の推計結

果の概要は次のとおりです。 

 

・総生産の構成比は、東予が 41.0％、中予が 43.3％、南予が 15.7％ 

・地域別経済成長率は、東予地域でマイナス成長、中・南予地域でプラス成長。 

・一人当たり市町民所得は、東予地域が県の水準を上回っている。 

 

１．経済の動き 

 令和５年度の日本経済は、令和５年５月に新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが

５類感染症に移行して以降、改善しつつありました。30 年ぶりとなる高水準の賃上げや企業の高い

投資意欲など、経済には前向きな動きが見られました。他方、賃金上昇は輸入価格の上昇を起点と

する物価上昇に追い付いておらず、個人消費や設備投資は、依然として力強さを欠いていました。

こうした状況下で国の経済成長率は名目プラス 4.9％、実質プラス 0.7％となりました。 

 

２．市町内総生産（地域別） 

 市町内総生産を地域別の経済成長率（地域別総生産の増加率）で見ると、東予は製造業の減少に

より 2.5％減、中予は金融・保険業及び宿泊・飲食サービス業等の増加により 4.7％増、南予は電

気・ガス・水道・廃棄物処理業等の増加により 6.9％増となり、東予地域でマイナス成長、中予・

南予地域でプラス成長となりました。 

地域別構成比は、中予が 43.3％と最も大きく、次いで、東予 41.0％、南予 15.7％となりました。 

 

 

表１ 市町内総生産（地域別） 

項  目

 地  域 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度

県　全　体 5,164,096 5,264,699 0.6 1.9 100.0 100.0

東　予 2,213,654 2,157,813 △ 1.7 △ 2.5 42.9 41.0

中　予 2,178,244 2,281,575 2.4 4.7 42.2 43.3

南　予 772,198 825,311 2.3 6.9 15.0 15.7

実　　　数 （百万円） 増加率（％） 構成比 （％）

 

（注）表中の計数は、表示単位未満を四捨五入しているため、総数と内訳の合計は一致しない。 
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図１ 地域別経済成長率の推移 

 

３．市町民所得（地域別） 

令和５年度の市町民所得の総額（＝県民所得）は 3兆 6,993億円で、県全体の増加率は 2.3％増と

なり、地域別の増加率は、東予が 0.5％増、中予が 4.0％増、南予が 2.0％増となりました。 

一人当たり市町民所得は県全体（＝一人当たり県民所得）が 286 万 5千円で 3.5％増となり、地域

別では、東予が 325万 6千円で 1.8％増、中予が 268万 1千円で 4.7％増、南予が 259万 6千円で 4.4％

増となりました。 

 

表２ 市町民所得（地域別）

 

 

図２ 市町民所得の構成比（地域別） 

項  目

 地  域 合  計 雇用者報酬 財産所得 企業所得 合  計 雇用者報酬 財産所得 企業所得
【100.0%】 (68.3%) (6.5%) (25.2%)

3,699,303 2,527,483 239,036 932,784 2.3 △ 0.6 5.9 9.9
【39.1%】 (64.4%) (5.8%) (29.8%)

1,446,607 932,166 83,904 430,538 0.5 △ 0.7 5.4 2.1
【45.4%】 (69.8%) (6.8%) (23.3%)

1,679,786 1,172,816 115,044 391,926 4.0 △ 0.5 6.3 19.6
【15.5%】 (73.7%) (7.0%) (19.3%)

572,910 422,500 40,089 110,321 2.0 △ 0.4 5.8 10.5

（注） 1  表中の計数は、表示単位未満を四捨五入しているため、総数と内訳の合計は一致しない。

　　　 2　表中の【　】内の計数は、県全体を100％とした各項目の構成比を表し、（　）内の計数は、各地域の

　　　　　市町民所得を100％とした各項目の構成比を表している。

増  加  率  （％）

東　予

中　予

南　予

実　　　数  （百万円）

県　全　体
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表３ 一人当たり市町民所得（地域別） 

項　目

地　域 R４年度 R５年度 R４年度 R５年度

県　全　体 2,768 2,865 3.5 100.0 100.0

東　予 3,200 3,256 1.8 115.6 113.6

中　予 2,560 2,681 4.7 92.5 93.6

南　予 2,487 2,596 4.4 89.8 90.6

実　　数（千円） 所得水準（県=100）増加率
（％）

 
（注）一人当たり市町民所得は、市町民所得を人口で除したもので、個人の所得水準を表すものではなく、 

企業の利潤などを含んだ市町の経済全体の所得水準を表したものである。 

 

 

図３ 一人当たり市町民所得の推移（地域別） 

 

 

図４ 一人当たり市町民所得の内訳（地域別） 

 



4 

 

表４ 主要指標 

１．市町内総生産（市町別） 

２．市町民所得（市町別） 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度

（百万円） （百万円） （％） （％） （％） （％）

県 全 体 5,164,096 5,264,699 0.6 1.9 100.0 100.0
松 山 市 1,746,800 1,811,856 3.3 3.7 33.8 34.4
今 治 市 573,034 643,113 △ 16.8 12.2 11.1 12.2
宇 和 島 市 237,029 247,274 5.0 4.3 4.6 4.7
八 幡 浜 市 111,773 114,772 △ 0.2 2.7 2.2 2.2
新 居 浜 市 663,507 627,150 6.8 △ 5.5 12.8 11.9
西 条 市 515,668 413,793 13.9 △ 19.8 10.0 7.9
大 洲 市 138,671 145,434 0.1 4.9 2.7 2.8
伊 予 市 118,140 118,255 5.8 0.1 2.3 2.2
四 国中 央市 432,458 449,934 △ 7.2 4.0 8.4 8.5
西 予 市 103,744 108,017 2.9 4.1 2.0 2.1
東 温 市 132,839 142,911 △ 10.9 7.6 2.6 2.7
上 島 町 28,987 23,823 31.4 △ 17.8 0.6 0.5
久 万高 原町 28,261 30,300 △ 1.7 7.2 0.5 0.6
松 前 町 94,030 117,091 3.3 24.5 1.8 2.2
砥 部 町 58,173 61,163 5.5 5.1 1.1 1.2
内 子 町 42,990 44,143 2.1 2.7 0.8 0.8
伊 方 町 44,255 67,562 △ 5.3 52.7 0.9 1.3
松 野 町 8,834 9,354 0.5 5.9 0.2 0.2
鬼 北 町 24,580 26,570 △ 0.3 8.1 0.5 0.5
愛 南 町 60,320 62,186 8.2 3.1 1.2 1.2

区　　分

実数 経済成長率
（対前年度増加率）

構成比

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ５年度 対県比
（百万円） （百万円） （％） （％） （％） （％） （千円） （％）

県 全 体 3,616,362 3,699,303 1.6 2.3 100.0 100.0 2,865 100.0

松 山 市 1,269,851 1,332,304 2.7 4.9 35.1 36.0 2,652 92.6

今 治 市 442,399 485,668 △ 2.1 9.8 12.2 13.1 3,346 116.8

宇 和 島 市 167,314 172,697 3.7 3.2 4.6 4.7 2,606 91.0

八 幡 浜 市 77,009 78,278 △ 0.3 1.6 2.1 2.1 2,606 91.0

新 居 浜 市 383,764 361,622 3.1 △ 5.8 10.6 9.8 3,223 112.5

西 条 市 331,161 311,068 3.9 △ 6.1 9.2 8.4 3,072 107.2

大 洲 市 100,956 103,980 0.5 3.0 2.8 2.8 2,706 94.5

伊 予 市 94,932 94,352 1.0 △ 0.6 2.6 2.6 2,760 96.3

四国中央市 265,533 272,364 △ 1.4 2.6 7.3 7.4 3,425 119.5

西 予 市 80,483 80,688 △ 0.1 0.3 2.2 2.2 2,420 84.5

東 温 市 96,769 96,154 △ 0.7 △ 0.6 2.7 2.6 2,862 99.9

上 島 町 16,872 15,886 10.6 △ 5.8 0.5 0.4 2,589 90.4

久万高原町 16,851 16,860 △ 0.8 0.1 0.5 0.5 2,547 88.9

松 前 町 84,230 87,505 1.9 3.9 2.3 2.4 2,968 103.6

砥 部 町 52,263 52,610 1.2 0.7 1.4 1.4 2,613 91.2

内 子 町 38,175 38,228 △ 0.5 0.1 1.1 1.0 2,661 92.9

伊 方 町 21,242 22,509 3.3 6.0 0.6 0.6 2,976 103.9

松 野 町 8,737 8,519 1.9 △ 2.5 0.2 0.2 2,474 86.4

鬼 北 町 22,822 22,952 0.2 0.6 0.6 0.6 2,535 88.5

愛 南 町 44,999 45,060 7.0 0.1 1.2 1.2 2,484 86.7

区　　分

実数 対前年度増加率 構成比
一人当たり
市町民所得
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図５ 市町内総生産 市町別構成比の対比 

 
 

図６ 市町民所得 市町別構成比の対比 

 


